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法人全体の管理・他の部門が事業を遂行しやすい環境をつくる 

重点目標に対する総合評価 

行政への補助金要望額が年々増加している現状もあり、社会福祉大会の規模を縮小（会場を就業改

善センターに変更，記念講演を廃止）する等、経営状況の改善に向けて一部の事業内容を見直して

実施した。また、事業継続計画（BCP）の訓練を実施した。 

 

組織管理 

 １ 会員の募集 

地区会活動報告書の提出時にお渡しする地区会活動助成金から、法人の目的に賛同いただき、

１世帯５００円の会費を募った。また、集められた会費は地域福祉活動に有効活用した。 

(1) 一般会員 ３，７６７世帯（ 貞光 1,797 世帯・半田 1,636 世帯・一宇 334 世帯 ） 

(2) 特別会員    ２２名 （ 理事 8 名・監事 ２名・評議員 12 名 ） 

 ２ 理事会の開催 

開催概要 審議内容 

第 1 回 理事会 

決議の省略 理事8名・監事2名 

提案日 令和6年 5月28日 

決議日 令和6年６月3日 

※ 5/28開催日が大雨のため中止とし、 

 急遽、決議の省略とした。 

専決処分について（令和５年度 第４回 補正予算） 

専決処分について（生活困窮者一時立替金の支出） 

事業継続計画（BCP）について 

令和5年度 事業報告及び収支決算（監査報告）について 

令和6年度 第1回 補正予算について 

社会福祉基金 活動完了報告について 

令和６年度 社会福祉活動助成について 

第20回 社会福祉大会について 

第 1回 評議員会の開催日時及び場所、議題について 

  

第２回 理事会 

日 時 令和6年 9月20日 

場 所 地域拠点センター 

参加者 理事 5名・監事 2名 

専決処分について（生活困窮者一時立替金の支出） 

専決処分について（災害等被災見舞金の支出） 

職務執行状況の報告について 

令和６年度 第２回 補正予算について 

表彰及び感謝状候補者の選考について 

第20回 つるぎ町社会福祉大会について 

 

法人経営部門 
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開催概要 審議内容 

第３回 理事会 

日 時 令和7年 2月27日 

場 所 地域拠点センター 

参加者 理事 7名・監事 2名 

専決処分について（令和 6年度 第3回 補正予算） 

専決処分について（生活困窮者一時立替金の支出） 

職務執行状況の報告について 

令和６年度 第４回 補正予算について 

令和7年度 事業計画及び収支予算について 

令和7年度 社会福祉活動助成について 

第２回 評議員会の開催日時及び場所、議題について 

 ３ 評議員会の開催 

開催概要 審議内容 

第 1 回 評議員会 

日 時 令和6年 6月18日 

場 所 地域拠点センター 

参加者 評議員 7名・監事 1名・ 

理事 2名 

専決処分について（令和５年度 第４回 補正予算） 

事業継続計画（BCP）について 

令和5年度 事業報告及び収支決算（監査報告）について 

令和6年度 第1回 補正予算について 

第20回 社会福祉大会について 

第２回 評議員会 

日 時 令和7年 3月25日 

場 所 地域拠点センター 

参加者 評議員 9名・監事 0名・ 

理事 2名 

専決処分について（令和 6年度 第3回 補正予算） 

令和6年度 第2・4回 補正予算について 

令和7年度 事業計画及び収支予算について 

理事の選任について 

 ４ 評議員選任・解任委員会の運営 

評議員の選任及び解任は無かったため、開催することはなかった。 

 ５ 福祉サービスに関する苦情解決 

苦情解決第三者委員会 

開 催 日 令和６年８月５日（月） 

苦情内容 １件（居宅介護事業における金銭のやり取りについて） 

 ６ 個人情報保護に対しての対応 

個人情報保護規程に則し、利用者等の個人情報について適正な取扱いに努めた。 

 ７ 新型コロナウイルス感染症の予防対策 

新型コロナウイルスの予防対策は緩和されたが、職員にマスク着用や手指消毒、相談室に 

アクリルパネルの設置を継続するなど、基本的な感染予防対策を実施した。 
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労務管理 

 １ 役職員の研修 

オンライン（Zoom 等）だけでなく集合型の研修も増えている。また、役員を対象とした研修

は実施できなかった、今後、開催に向けて進めたい。 

 ２ 職員の適正配置 

事務分掌により職員の適正配置に努めた。 

 ３ 職員の福利厚生 

ソウェルクラブへの加入や、健康診断の実施等、福利厚生の充実に努めた。 

 ４ 職員間の情報共有 

係長会議（隔月開催）や定例会議（月末開催）を通じて、情報共有に努めた。 

 ５ 労働環境の改善 

 

財務管理 

 １ 会計処理 

適正な会計処理に努めた。 

 ２ 監査の実施 

実施名 実 施 内 容 実施日及び場所 参加人員 

定期監査 令和5年度 (１２月～３月分) 社会福祉事業 
令和6年５月 13日 

地域拠点センター 
監事 ２名 

決算監査 
令和5年度(４月～３月分) 社会福祉事業(合計) 

令和5年度 事業報告及び会計決算 

定期監査 令和6年度 (４月～７月分) 社会福祉事業 
令和6年８月 21日 

地域拠点センター 
監事 ２名 

定期監査 令和6年度 (８月～１１月分) 社会福祉事業 
令和6 年12月 16日 

地域拠点センター 
監事 ２名 

 ３ 備品及び固定資産の管理 

必要に応じた物品等の購入・廃棄など、適正な管理に努めた。 

 ４ 団体の会計処理 

団体の役員等と協議しながら適正な会計処理に努めた。 
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企画・調整 

★１ 社会福祉大会の開催 

永年社会福祉の発展に貢献された方々の功績を表彰するとともに大会資料を作製し関係者に 

配付した。 

第２０回 つるぎ町社会福祉大会 

開 催 日 令和６年１１月２６日（火） 

開催場所 つるぎ町就業改善センター 

参加者数 ４７名 

主 題 心豊かに住み続けたい町つるぎをめざして 

表 彰 者 大会長表彰 8 名，大会長感謝状 2 名，ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ婚 3 組・金婚 1 組 

 ２ 全町一斉河川・道路清掃 

７月７日（日）に全町一斉河川・道路清掃を行った。地域が一緒に活動することにより住民 

同士の絆を深めるきっかけとなった。活動の時期や内容は地域によって異なる。 

（主な活動内容：河川、道路、集会所周辺の清掃等） 

当日は、午前８時３０分より建設業協会の協力（ダンプカー持込み）をいただき各地区のゴミ

収集を行い、収集された量は、可燃ゴミ 1,060 ㎏、不燃ゴミ 550 ㎏、合計 1,610 ㎏であった。

また、事故やケガなど万一のときに対処できる傷害保険に加入し、希望地区にのみゴミ袋を 

支給した。 

 ３ 発展・強化計画の進捗管理および中期経営計画の策定 

計画期間の最終年度にあたり、計画に関わらず実施していることはあるものの積極的に計画を

推進することができなかった。また、後継の中期経営計画を策定できず、年次計画に反映でき

なかった。 

★４ 事業継続計画（BCP）にかかる訓練の実施 

基本的な事項をまとめた小さな計画として策定をし、職員を対象とした訓練を実施した。 

今後も協議や研修を実施していく。 

広報 

 １ 町広報誌等を活用した情報提供 

町広報誌「広報つるぎ」に掲載または同封。ＩＰ告知放送サービスを活用し、各種イベントの 

案内や事業に関する情報提供を実施した。また、3 月末をもってＩＰ告知放送サービスが終了

することに伴い、今後は情報配信アプリ ＠インフォカナル を活用する。 
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 ２ ホームページによる広報 

本会が行う福祉活動や幅広い福祉の情報を周知するため、ホームページにより情報を公開する

と共に事業内容等の情報を発信した。 

 ３ 一般・特別会員への報告・周知 

活動報告書（主な事業の説明、昨年度の収支決算書、今年度の収支予算書、貸出用品など）を、

７月末発行の町広報誌に同封して全戸に配布した。 

福祉関係団体への支援及び協力 

 １ 手をつなぐ育成会 

会員及び会費を町内全戸募集、賛助会費収入実績 ７９１，７００円（2,639 戸）お寄せいただ

いた会費をもとに、知的障がい（児）者の福祉事業として、小・中学校の特別支援学級、地域

活動支援センターへの支援並びに交流会や年末在宅激励訪問等に使わせていただいた。 

 ２ 共同募金委員会 

徳島県共同募金会より依頼され、つるぎ町共同募金委員会を事務局として支援した。 

また、つるぎ町共同募金委員会より助成を受け、一部の事業費に使用させていただいた。 

 ３ 身体障がい者会 

 ４ 遺族会一宇支部 

 ５ 献血活動への協力 

町内で実施される献血活動の連絡調整に協力 

令和 6 年 7 月 8 日（月） つるぎ町役場分館前（ 9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 16:00 ） 

 400ml  ４３名 不採血者数 7 名 

令和 7 年 2 月 27 日（木） つるぎ町役場分館前（ 9:30 ～ 12:30、14:00 ～ 16:00 ） 

 400ml  ４２名 不採血者数 2 名 

 ６ 関係機関との連携・協働 

社会福祉法人清寿会との連携協定による「無料出張講座」の実施 

新型コロナウイルスの感染拡大以降、中止してから再開できていない。 
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地域を基盤としたソーシャルワークを行うこと 

重点目標に対する総合評価 

感染症対策に留意しながらも活動制限は行わず、各種行事や地域活動が再開できるよう支援した。

令和 5 年度より、開始した「つるぎ町軽度生活支援事業 “ちょこっとボランティア”」は、住民主体

による共に支えあう地域づくりから、地域生活課題を解決できるように取り組みを進めた。ボラン

ティア活動推進では、学校の福祉学習にボランティア団体が参加したり、生徒に学外のボランティ

アを紹介するなど、活動機会の提供に努めた。個別の生活支援は、従来通り、必要に応じて部門間

で情報を共有し、関係機関と連携し支援を行った。 

総合相談 

 １ 弁護士相談  予約相談  計  ６回 開催  相談件数 １７件 

 ２ 司法書士相談  予約相談  計 ２０回 開催  相談件数 ４３件 

 ３ 理学療法士相談  月１回     計 １２回 開催  相談件数 ６２件 

個を地域で支える援助 

 １ ひとり暮らし高齢者安心事業（受託先：つるぎ町） 

65 歳以上のひとり暮らし高齢者世帯に対して、安心生活訪問員が定期的に訪問活動を行うこと

により安否確認や不安解消、情報の提供などを実施。孤独感や不安感をなくし、安心して生活

できるよう住民との関係づくりに努めた。また、訪問活動を通しての相談事項について、関係

機関等と連携し解決を図った。 

令和 7 年３月末現在 

訪問対象者数 557 名 （半田 215 名 貞光 242 名 一宇 100 名） 

延べ訪問件数 16,532 件 （半田 5,157 件 貞光 6,285 件 一宇 5,090 件） 

要対処相談件数 126 件 （半田 68 件 貞光 28 件 一宇 30 件） 

相
談
事
項 

不安 

解消 

介護 

ｻｰﾋﾞｽ 

健康 

医療 

家計 

経済 

家族 

関係 

社会 

関係 

権利 

擁護 
その他 合計 

43 24 19 9 1 5 0 37 138 

対 

応 

策 

個人 家族 
地域 

住民 

民生 

委員 

民間 

会社 

公的 

機関 
行政 

社協 

訪問員 
合計 

12 19 9 7 10 11 40 79 187 

 

地域福祉活動推進部門 
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 ２ みんなに安心お届け事業 

地域福祉活動推進部門の事業担当に縛られることなく、社協職員の基本業務として地域住民や

民生委員等の関係機関から情報提供や相談があった時に家庭訪問し状況確認を行い、医療機関

の受診や福祉サービスの利用を促しながら、当事者に情報提供を行い関係機関に繋ぐなど生活

課題の解決に向けて相談援助を行った。 

 ３ 生活困窮者自立支援事業（受託先：徳島県） 

相談支援員を配置し、何らかの悩みを抱えている方や経済的に困窮している方の相談に応じ、

事業利用申込をした相談者と共に目標（プラン）を立て、支援・助言を行った。緊急の際には

支援物資の提供や、生活課題の解決に向けて関係機関との連携によるチーム体制で支援した。

また、相談支援に繋がるきっかけづくりとして、フードパントリーを開催し、生活困窮世帯や

困窮に陥りそうな世帯に対して物資の提供を行った。 

相談件数 利用申込件数 
目標（プラン）作成件数 

家計相談 生活支援 就労支援 

11 29 18 6 7 

※プランは重複しており、利用申込件数とは異なります。 

 ４ 顔なじみ見守りネットワーク事業 

民間事業者と協定を結び、地域住民の異変等を発見した時に連絡をいただき、迅速に対応でき

るようにしている。 

○ 協定締結業者数 ３４社 

○ 相談件数   ８件 （令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 

対 象 者 ひとり暮らし高齢者 その他 

件   数 ７件 １件 

相談内容 

安否確認 ４件 

状況確認 １件 

認 知 症 ２件 

状況確認 １件 

 ５ 安心カプセル配布事業 

ひとり暮らし高齢者等に対して、災害時・緊急時に活用できるよう必要な情報を保管する安心

カプセルを配布している。 ・有効設置件数 ３０２件 
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 ６ スポーツ・レクリエーション教室開催等事業（受託先：つるぎ町） 

(1) 第１５回 つるぎ町障がい者スポーツ大会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、午前中のみの短時間の開催とした。 

【開催日】 令和 6 年 9 月 29 日（日） 【開催場所】 貞光中学校体育館 

【参加者】 ６1 名（身体障害者会関係 18名・手をつなぐ育成会関係 16名・関係機関 27名） 

(2) 日帰り研修 

【開催日】 令和 7 年３月 8 日（土） 【研修場所】 桂浜水族館（高知県） 

【参加者】 ４９名（障がい者 19名・特別支援学級 6名・付添い 20名・関係機関 4名） 

★7 軽度生活支援事業「ちょこっとボランティア」 

介護保険事業やシルバー人材センターでは対応できない生活課題を

解消するために、会員登録をした住民相互の支え合い活動の需給調

整を行った。 

・需給調整件数 ４件 

・年度末登録者数 利用：8 名 支援：11 名 ※両方登録者含む 

個を支える地域をつくる援助 

 １ いきいきサロンの支援・拡充  

・開催カ所（カッコ内は前年比） 

半田 6 カ所（0）、貞光 １3 カ所（－1）、一宇 7 カ所（０）  合計２6 カ所 

・いきいきサロン担い手交流会の開催 

１６地区 ２５名が参加し、情報交換会を行った。 

 ２ 地域懇談会及びふれあい給食会（配食含む）の開催支援と資金助成 

会食・配食を実施した場合、年２回まで１食あたり 400 円を助成した。感染症対策のため、 

調理・会食をせず購入した弁当を配食する場合にも助成対象とした。 

◇ 助成実績 ※延べ人数、カッコ内は配食数 

半 田 貞 光 一 宇 合計 

5 カ所 8 回 

239（179）人 

11 カ所 14 回 

 207（66）人 

3 カ所 5 回 

123（72）人 

19 カ所 27 回 569（317）人 

※前年 16 カ所 26 回 536（302）人 

★３ 第 4 期地域福祉活動計画の推進 

前年度より継続して各モデル地区で開催した座談会で出た意見を基に、多くの方が関心を持ち

参加しやすい防災活動から実行するなど、地域住民の暮らしに身近な場所で、まずは住民同士

の交流機会づくりを行い、活動計画の周知に努めた。 

 

 

ちょこっとボランティア 

イメージキャラクター 
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 ４ 福祉推進委員との連絡調整及び地区会活動助成金の支給 

例年通り、地区会活動報告書の提出時に、地区会活動助成金の中から社協会費をお預かりする

形で、差引残高を助成金として支給した。 

ボランティアセンター事業 

 １ ボランティアをしたい方と、ボランティアのサポートを求めている方をコーディネート（つな

ぐ）したり、ボランティア活動に関する情報の収集・提供を行う。 

ボランティアセンター登録・把握団体の活動実態と現状を把握するため、ボランティア活動 

保険加入手続きの際に、調査票により情報収集を行った。 

 ２ 各種養成講座、講演会、福祉教育を通した啓発活動を実施し、 

ボランティア活動の活性化並びに、裾野拡大を図る。 

社会福祉法人清寿会様の協力により、小学生の福祉教育・施設訪問を実施した。 

団体活動への助成事業 

 １ 団体への助成（財源：社会福祉基金事業） 

(1) 助成申請 ５件 ４２６，３００円 

(2) 助成決定 ４件 ３２６，３００円（令和 6 年 2 月 29 日 理事会で承認） 

   １件 １００，０００円（令和 6 年 6 月 3 日 理事会で承認） 

(3) 実施報告 ５件 ３６９，１７７円 

 ２ 団体等への助成（財源：善意銀行事業） 

(1) 払 出 善意の心を効果的に社会福祉の事業や活動に活用 

ア．特別払出金 ２件 １０９，３９６円（福祉施設、中学校文集製本代） 

イ．物品 ０件  

ウ．事業費 ４件 ４１３，３３７円（敬老ﾊｶﾞｷ，ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ，支援物資） 

エ．地域活動助成金（地域福祉活動推進サポート事業） 

 1 件  １００，０００円（地域福祉活動計画モデル地区） 

(2) 預 託 福祉事業に理解をもって預託（寄附）いただいた善意の心 

ア．預託金 3 件 １３６，０３５円 

イ．物品 1 件  掛布団、毛布等 

ウ．指定預託金 3 件 ２３４，２００円 
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生活支援 

 １ 日常生活自立支援事業（受託先：徳島県社会福祉協議会） 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力に不安があり、支援を必要とする方

の権利擁護を図ることを目的とし、地域で自立し、安心して生活が送れるように、福祉サービ

スの利用援助を中心に、日常的な金銭管理、書類等の預かり保管などの支援をおこなった。 

新規契約 ４名  契約終了 ２名  契約件数 １０件 （令和 7 年３月末 現在） 

（内訳）認知症高齢者 １名、知的障がい者 5 名、精神障がい者 3 名、その他 1 名 

 ２ 福祉用具・運動用具・車両の貸与事業 

福祉用具（車イス）            １８件 

福祉車両（車イスを搭載できるもの） ６９件 

レク用具（輪投げ、わたがし機等） １５件 

 ３ チャイルドシート貸出事業 

新生児から６歳未満を対象に無償で貸出。適正な保有台数について調整を行う。 

種類（ ＢＣ：新生児～３歳 Ｊ：３歳～5 歳 ※体格により 5 歳以上も貸出可能 ） 

 
令和 5 年度 令和 6 年度 

ＢＣ Ｊ ＢＣ Ｊ 

保有台数 77 34 72 35 

貸出（新規） 13 8 27 17 

貸出（継続） 47 22 35 15 

在 庫 17 4 10 3 

出生数 24 15 

 ４ 点字・声の広報等発行事業（受託先：つるぎ町） 

つるぎ町に居住する視覚障がい者等に対し、情報取得の手段として、つるぎ町広報誌および 

暮らしのカレンダーをたまゆら友の会が朗読して録音したカセットテープを郵送した。 

利用者 ３名（ 令和 7 年３月末 現在 ） 
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個人への資金援助 

 １ 生活福祉資金貸付事務事業（受託先：徳島県社会福祉協議会） 

新規貸付 0 件、償還完了 2 件により、貸付件数は 9 件となった。 

 

資 金 種 類 

R6年 3月 

までの 

貸付件数 

R6年度 

貸付件数 

償還 

件数 

延滞利子 

他免除件数 

R7年 3月末 

までの 

貸付件数 

 総合支援資金 ０ ０ ０ ０ ０ 

  生活支援費 ０ ０ ０ 0 0 

 福祉資金 3 0 0 1 2 

 

更正資金 2 ０ 0 0 2 

 障害者更正資金・生業費 1 ０ ０ 1 0 

障害者更正資金・生技能習得費 ０ ０ ０ ０ ０ 

住 宅 資 金 ０ 0 ０ ０ ０ 

障害者自動車入資金 ０ ０ ０ ０ ０ 

 冠婚葬祭費 ０ ０ ０ ０ ０ 

 就職等支度費 ０ ０ ０ ０ ０ 

緊急小口資金 ０ 0 0 ０ 0 

 教育支援資金 8 0 1 ０ 7 

 
教育支援費 2 0 0 ０ 2 

就学支度費 6 0 1 ０ 5 

合  計 11 0 1 1 9 

 

特例貸付 

 特例貸付 

R6年 3月 

までの 

貸付件数 

R6年度 

貸付件数 

償還 

件数 

延滞利子 

他免除件数 

R7年 3月末 

までの 

貸付件数 

 
緊急小口資金 23 0 7 0 16 

総合支援資金（初回・延長・再貸付） 16 0 0 0 16 

合  計 39 0 7 0 32 
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★２ 生活困窮者一時立替金（財源：社会福祉基金） 

つるぎ町に居住し、公的保護または補助などを受けておらず、生活に困窮していると認められ

る者に対して生活費の一時立替を行う。財団法人つるぎ町社会福祉基金の解散に伴い、残余財

産の寄附を受けて事業を引き継いだ。 

生活困窮者に対する金銭の一時立替 

ア．一時立替 ３件 ２４０，０００円 （令和 6 年度中の実績） 

イ．償還済額  １６件    ２４３，０００円 （令和 6 年度中の実績） 

ウ．償還残額  ２３件  １，１０１，０００円 （累計：令和 7 年３月末現在） 

 ３ 災害等被災見舞金（財源：社会福祉基金） 

今年度は２件の災害により、合計 ２００，０００円を支出した。 

 ４ 小規模災害見舞金の交付（財源：善意銀行） 

今年度は２件の災害により、合計  ４０，０００円を支出した。 

 ５ 日常生活用具貸与料金等助成（財源：善意銀行） 

今年度は、実績なし 
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在宅での生活を継続していけるよう支援する 

重点目標に対する総合評価 

利用者にどのように寄り添い、安全にサービスを提供できるか苦慮しながら、利用者の暮らしを 

支えるため、当会の他部門や各関係機関とも情報共有し、サービスの提供に取り組んだ。 

また、昨年度に引き続き、セーフティネットの役割として、社協の他の機能を活用した困難ケース

への対応や採算が確保できない地域でも最後の砦として、介護サービスを担えるよう受け入れ体制

を強化してきている。 

介護サービス事業の経営改善が引き続き課題となるため法人全体で連携を図りながら業務を進めて

いきたい。 

介護サービス 

★１ 居宅介護支援事業（職員体制：介護支援専門員４名） 

今年度の年間延べ作成件数は対前年比、要介護１１０件増、要支援者１４１件増、認定調査は

１２件増となり全体として利用者が伸び、昨年よりも全体的に介護報酬は増収となっている。

今年度も新規利用申込に対して積極的に受け入れを行っているが、死亡や入所など契約終了も

多く月毎で変動が大きい状況となっている。困難事例や山間地域への対応が多いため、件数や

介護報酬だけで図ることはできないが、介護保険サービスを利用する要の事業であり、事業継

続ができるよう、「安全で質の高いサービス提供」や「業務改善」のために具体的な取り組みを

進めていく必要がある。 

(1) 居宅介護支援事業：要介護認定者のケアプラン作成 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

作成件数 40 42 42 48 51 50 49 48 49 46 46 43 554
 

(2) 介護予防支援事業（地域包括支援センター受託事業）：要支援認定者の予防プラン作成 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

作成件数 41 53 56 58 52 51 52 55 54 52 46 49 619
 

(3) 認定調査：認定調査員による訪問調査 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

作成件数 6 5 11 8 14 7 6 11 3 7 5 10 93
  

  

介護・生活支援サービス部門 
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★２ 居宅訪問介護事業（職員体制：ホームヘルパー ５名，登録ヘルパー ３名） 

今年度も感染予防対策を引き続き徹底、有事の際、利用者への訪問が滞ることなく行えるよう

業務継続計画の作成を行っている。 

事業については介護度や障がいに応じて利用者の在宅生活を支える対応を行っている。本会は

つるぎ町内の在宅福祉サービスの低下を防ぐためにも事業を継続しているが、経営的に厳しく、

また介護人材の確保が課題となっている。新規の受け入れについても積極的に行っていく方針

ではあるが人員の不足から十分に行えない状況となることもあり、町全体としても安定した 

サービスの提供が課題となっている。 

 (1) 居宅介護事業 

① 居宅介護事業：要介護認定者へのヘルパー派遣 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 16 15 15 15 16 16 14 14 13 15 16 15 180

利用回数 183 184 185 181 182 202 192 161 148 169 189 156 2,132
 

② 第一号訪問事業：要支援認定者へのヘルパー派遣 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 36 34 38 37 37 35 37 36 37 32 31 32 422

利用回数 165 179 183 196 164 161 179 171 171 141 138 164 2,012
 

(2) 障がい福祉サービス事業 

① 居宅介護・重度訪問介護サービス：障がい者へのヘルパー派遣 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

利用者数 10 9 9 8 9 10 10 9 10 10 10 10 114

利用回数 90 86 73 78 75 67 98 72 77 80 65 78 939
 

② 行動援護サービス：知的・精神の障がい者への外出時における必要な援助 

利用者１名 １回の利用 

★３ 受託事業 ※ 体制は整備していたが利用実績は無かった。 

(1) つるぎ町子育て世帯訪問支援事業（受託先：つるぎ町） 

    利用実績なし 

(2) つるぎ町地域支援事業 移動支援事業 

    利用実績なし 

 


